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延岡市ホームぺ－

ジに「自主防災組

織を考える」を掲

載しています。

「延岡市

自主防瓦版」

で検索してみてく

ださい。

結成しました

【危険箇所を確認】

自主防災組織率

組織数

２７９組織

組織率
８５．９０％

令和５年１０月１日

現在

防災訓練は災害
時に役立ちます

【救助用ボート楽しい！】

【班ごとに発表】

長
浜
町
区
防
災
ま
ち
歩
き

【未来の消防士】
1

【防災フェスタ会場】

【はしご車、最高】

【マップ作成中】

長
浜
町
区
自
主
防
災
組
織
（
甲
斐
善
一
会
長
）
は
、

令
和
六
年
二
月
四
日
（
日
）
長
浜
町
区
内
で
防
災
ま
ち

歩
き
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
７
班
に
分
け
班
ご
と
に
ま

ち
歩
き
を
実
施
。
防
災
上
の
資
源
や
危
険

な
箇
所
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
長
浜
公
民
館
に
移
動
し
て
各

班
ご
と
地
図
に
地
震
発
生
時
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
大
雨
時
、
氾

濫
の
可
能
性
が
あ
る
用
水
路
な
ど
を
記
入

し
ま
し
た
。
最
後
に
各
班

ご
と
発
表
し
、
防
災
ま
ち

歩
き
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
防
災
ま

ち
歩
き
で
防
災
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
地
区
防
災
計
画

が
完
成
し
ま
し
た
。

【森口会長あいさつ】

延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
森
口
正
輝
実

行
委
員
長
）
は
、
令
和
六
年
二
月
十
八
日
（
日
）
イ
オ

ン
延
岡
駐
車
場
に
お
い
て
、
防
災
関
係
機
関
・
団
体
・

企
業
な
ど
約
２
０
団
体
が
参
加
し
、
第
１
３
回
延
岡
市

防
災
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
約
５
千
人
の
方
が
見

学
に
訪
れ
ま
し
た
。
警
察
・
消
防
・
自
衛
隊
の
車
両
や

試
着
コ
ー
ナ
ー
は
、
順
番
待
ち
の
行
列
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
特
に
、
は
し
ご
車
体
験
搭
乗
は
人
気
が
高
く
、

２
０
組
の
抽
選
を
突
破
し
た
親
子
が
、
は
し
ご
車
に

乗
っ
て
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
防
災
士
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
延
岡
支
部
は
、
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
展
示
や
新
聞
紙
ス
リ
ッ
パ
の
作
成
講

座
を
行
い
な
が
ら
、
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
義

援
金
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
た
く
さ
ん
の
見
学
者
が
訪

第
１
３
回
延
岡
市
防
災
フ
ェ
ス
タ

防

災

資

機

材

交

付

式

令
和
六
年
二
月
十
三
日
（
火
）
延
岡
市
自
主
防
災
組

織
連
絡
協
議
会
（
森
口
正
輝
会
長
）
防
災
資
機
材
交
付

式
が
消
防
本
部
視
聴
覚
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
延
岡
市
自
主
防
災
組
織
資
機
材
整
備
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
購
入
し
た
簡
易
テ
ン
ト
を
１
４
組

織
及
び
発
電
機
一
式
を
１
組
織
に
交
付
し
ま
し
た
。

森
口
会
長
は
「
元
日
に
発
生
し
ま
し
た
令
和
六
年
能

登
半
島
地
震
で
は
、
甚
大
な
る
被
害
に
よ
り
多
く
の
人

命
が
失
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
災
害
に
備
え
、
自
主
防
災

組
織
を
充
実
さ
せ
、
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

交
付
さ
れ
た
１
５
組
織
を
代
表
し
て
鶴
ヶ
丘
１
区
秋

丸
会
長
が
、
お
礼
の
言
葉
と
し
て
「
令
和
六
年
能
登
半

島
地
震
を
見
聞
き
し
ま
す
と
自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
簡
易
テ
ン
ト
、
発
電
機
一
式

は
、
災
害
発
生
時
の
備
え
と
し
て
心
強
い
も
の
で
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

〇
簡
易
テ
ン
ト
受
領
組
織

①
土
々
呂
町
茶
屋
区
（
福
永
康
男
会
長
）
②
稲
葉
崎
町

中
原
区
（
甲
斐
義
久
会
長
）
③
鶴
ヶ
丘
１
区
（
秋
丸
進

会
長
）
④
島
浦
区
（
岩
谷
勇
会
長
）
⑤
無
鹿
１
区
（
梶

本
幸
延
会
長
）
⑥
大
門
北
区
（
樋
永
修
一
郎
会
長
）
⑦

浜
町
浜
東
区
（
先
崎
誠
会
長
）
⑧
出
口
区
（
末
藤
俊
二

会
長
）
⑨
川
島
町
今
津
区
（
宇
戸
田
貴
己
会
長
）
⑩
沖

田
町
２
区
（
柳
田
光
一
会
長
）
⑪
桜
園
１
区
（
小
野
三

千
年
会
長
）
⑫
鶴
ヶ
丘
２
区
（
菊
池
順
子
会
長
）

⑬
赤
水
町
区
（
日
高
庄
司
会
長
）
⑭
富
美
山
町
小
柚
木

区
（
松
田
義
紀
会
長
）

〇
発
電
機
一
式
受
領
組
織

シ
ー
サ
イ
ド
た
い
な
区
（
安
在
哲
幸
会
長
）

【目録を交付】

【秋丸会長お礼の言葉】

【テント組立】

れ
、
水
消
火
器
・
救
急
法
・
防
災
ク
イ
ズ
・
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
等
の
体
験
や
ペ
ッ
ト
防
災
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
の
展
示
を
見
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。



２

自主防災組織の育成と拡大の
ための出前講座

・内容：自主防災組織の必要性
と役割分担及び地域に合わせ
た防災教育や訓練等の指導
（講話・ビデオ・各種訓練・
防災グッズ作成等）

・会場：各地域( 公民館など )
防災研修センター

・申し込み先：消防本部
警防課 警防係
TEL２２－７１０５
FAX３１－０３０３

宮崎県防災士出前講座

・内容：宮崎県内のご希望の会
場に防災士を派遣し、体験学
習や講演を中心に防災・減災
についての講座を実施

・申し込み先：宮崎県防災士
ネットワーク

TEL０９８５－５５－０４７７
FAX０９８５－５５－０４６７ ２

西
階
町
す
み
れ
区
防
災
訓
練

【職員より説明を受けてます】

〇中島町区
４月２８日（日）午前 ９時～
中島町区内

●各地区区長総会
＊日時及び場所が変更になる場
合があります。

岡富地区４月２７日（土）
１４：００～ 岡富コミセン

恒富地区４月１２日（金）
１７：００～ 国技館

東海地区４月２７日（土）
９：３０～ 東海コミセン

伊形地区４月１３日（土）
１５：００～ 土々呂コミセン

南方地区４月２８日（日）
１０：００～ 南方東コミセン

北方地区４月２４日（水）
１５：００～ 北方コミセン

北川地区４月２６日（金）
１４：００～ 北川コミセン

川中地区、南浦地区、北浦地
区は、３月１８日（月）現在
調整中です。

防災訓練

西
階
町
す
み
れ
区
自
主
防
災
組
織
（
工
藤
会
長
）
は
、

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日
（
土
）
に
す
み
れ
団
地
内
広

場
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
地
震
及
び
火
災
を
想
定
し
屋
外
で

実
施
し
ま
し
た
。
す
み
れ
団
地
内
に
放
送
設
備
が
無
い

為
、
女
子
中
学
生
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
各
棟
を
巡
回
し

て
、
訓
練
参
加
を
呼
び
か
け
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

工
藤
会
長
か
ら
「
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
訓
練
を
通
し
て
備
え
を
し
っ
か
り
と
行
い

ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
少
量
の
水
と
ポ
リ
袋
を
使
っ
た

ご
飯
の
炊
き
方
要
領
の
説
明
を
受
け
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン

ロ
で
実
践
し
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
を
テ
ー
ブ
ル
代
わ
り

に
し
て
配
食
し
ま
し
た
。
試
食
で
は

「
思
っ
て
た
よ
り
美
味
し
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
け
ま
し
た
。

煙
体
験
ハ
ウ
ス
で
は
、
住
宅
火
災

な
ど
煙
の
中
を
避
難
す
る
際
は
、
姿

勢
を
低
く
し
タ
オ
ル
や
ハ
ン
カ
チ
な

ど
で
口
を
覆
う
な
ど
し
て
命
を
守
る

行
動
を
取
る
事
が
重
要
と
説
明
を
受

け
た
後
、
煙
中
を
歩
行
体
験
し
防
災

訓
練
を
終
了
し
ま
し
た
。

【見えないわ】【備えをしっかりね】

み
な
と
推
進
チ
ー
ム
防
災
講
話

東
海
地
区
み
な
と
推
進
チ
ー
ム
（
斎
藤
一
博
代

表
）
は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
三
日
（
金
）
に
港
公

民
館
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
か
ら
、
地
震
は
暗
い
時
間
帯
に
発
生

す
る
事
が
あ
る
の
で
寝
室
や
リ
ビ
ン

グ
な
ど
は
、
家
具
の
配
置
変
更
や
固

定
に
よ
り
安
全
な
空
間
を
確
保
す
る

事
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
を
受
け
た

後
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
及
び

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
な
ど
を
学

び
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

東
海
第
１
分
団
第
１
部
（
川
名
信
彰
部
長
）
は
、

会
場
設
営
支
援
の
後
、
消
防
水
利
施
設
の
点
検
を
行

い
異
常
の
な
い
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

土
々
呂
中
村
１
区
自
主
防
災
組
織
（
田
上
治
彦
会

長
）
は
、
令
和
六
年
二
月
二
十
四
日
（
土
）
延
岡
市
職

業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
防
災
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

田
上
会
長
か
ら
「
『
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
』
の
取
り
組
み

を
土
々
呂
中
村
１
区
で
も
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

土
々
呂
中
村
１
区
在
住
の
福
永
防
災
士
か
ら
、
東
日

本
大
震
災
及
び
能
登
半
島
地
震
の
映
像
を
視
聴
し
な
が

ら
、
高
い
場
所
へ
避
難
す
る
意
識
と
周
囲
の
人
達
へ
協

力
を
求
め
る
こ
と
は
共
助
の
部
分
で
、

と
て
も
重
要
だ
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
向
灘
地
震
で
南
海
ト
ラ
フ

地
震
よ
り
浸
水
深
は
、
や
や
低
い
想
定

で
す
が
震
源
地
が
よ
り
近
い
為
、
津
波

到
達
時
間
が
早
く
な
る
事
を
映
像
で
理

解
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
霧
島
神
社
に

伝
わ
る
「
琴
ひ
き
の
松
」
の
紹
介
や
災

害
用
携
帯
ト
イ
レ
の
使
い
方
を
参
加
者

で
確
認
し
ま
し
た
。

防
災
推
進
員
よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
方
や
非
常
用
持
出
袋
の
考
え
方

や
防
水
処
置
要
領
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

が
あ
り
防
災
講
話
を
終
了
し
ま
し
た
。

土
々
呂
中
村
１
区
防
災
講
話

【はい、私が斎藤です】

【熱弁する福永防災士】

】

防災講話

○昭和町２丁目南区
４月７日（日）午前９時１５分～
市営第２集会場

〇岡富地区社会福祉協議会
４月２１日（日）午前１１時～
日の出公民館

自
主
防
災
瓦
版
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

自
主
防
災
瓦
版
は
毎
月
、
広
報
の
べ
お
か
発
送
時

に
各
区
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
自
主
防
災
瓦
版
は
、

延
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
す
る
事
が
出
来

ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
防
災
・
災
害
サ
イ
ト
か
ら

画
面
左
側
、
そ
の
他
自
主
防
災
組
織
で
確
認
出
来
ま

す
。
印
刷
も
可
能
で
す
の
で
、
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【今朝は寒かったね】


